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なぜ今、<ルールチェンジ=|必要なの{

ゲームチェンジャー

既存~ûーû(市場構造や商習慣)~中w1よº優¼たプüイôーxしv振»舞
うこx2よº安�1よº⾼性能z·¹öム²開発す»こx�1ゲームチェン¸

{過~ませ³2

ルールチェンジャー

業界~ûーûそ~も~²書}換え1全�新しい競技(市場)²創造す»こx2
Uber|タ¿·ー業界~概念²破壊し<移動~·ェアúンÀ=xいう新市場²
創sたよう{1前提条件²覆す存在wす2

富⼠通|直⾯しvい»課題�1SI業界xいう既存~üッドオー·óン{おけ»競争{勝tこxw�あºませ³2SIxいうビ¸ネ¹ò÷û⾃体~陳腐化²⾒越し
v1新たz収益~<ûーû=²構築す»こx{あºます2



ソフト¶·アによる世界の侵⻝

<Software is eating the world(ソフø¶·ア|世界²飲�込�)=

— Marc Andreessen

あ¹ゆ»産業|ソフø¶·ア企業{¸っv再定義さ¼vい~す2Amazon�単z»⼩売業w�
zく1<アúログz>本?も売»ソフø¶·ア企業=xしv設計さ¼~した2同様{1Tesla�
<⾛»ソフø¶·ア=wあº1Netflix�<コンテンツ²配信す»ソフø¶·ア=wす2

富⼠通�<システム²作»会社={¹1<社会や企業~活動²コーù化し1最適化す»ソフø

¶·ア企業=へx⾃⼰定義²書}換えzけ¼�zº~せ³2現状維持�1緩や{z死²意味し

~す2



アナログとデジタルの6つの決定的な違い

事業前提

アúロÀ:所与のマーÁッø

÷¸タû:⾃ら場を創出

顧客価値

アúロÀ:交換価値·使⽤価値

÷¸タû:体験価値·共感価値

場

アúロÀ:物理的店舗

÷¸タû:÷¸タû空間

ýッøワー¿効果

アúロÀ:効果なし

÷¸タû:指数関数的成⻑

成⻑

アúロÀ:úûア(線形)

÷¸タû:þンúûア(⾮線形)

ゴーû

アúロÀ:·ェア拡⼤

÷¸タ:参⼊障壁構築



富⼠通の現状:アナログ型ビ¸ネ¹
モデルの限界

富⼠通~既存事業(主{システムインテÀüーション事業)�1典型的z<アナýÀ~呪縛=~
中{あºます2DXP~フüームワー¿を⽤いた分析{¸º1構造的z課題|明¹{{zºま
す2



現状分析:3つの構造的課題

<場=~不xxüッùオー·
óン化

富⼠通�⾃¹~<場=²持っvい~せ³2à

⼈~⼟俵(顧客~RFPや⼊札要件)w戦う限º1
価格競争や過剰z機能競争{¹逃¼»sx�

w}~せ³2s¼�典型的züッùオー·ó

ン戦略wあº1利益率²w迫す»最⼤~要因

wす2

úニア成⻑~罠

収益ò÷û�<⼈⽉ビ¸ネ¹=wす2企業~

成⻑|<⼈~数={制約u¼»sx²意味し

~す2顧客|増え¼�増え»ほy¸ン¸ニア

不⾜xいうボøûネック{直⾯す»1s¼|

<úニア成⻑=~限界wす2

÷ータ~断絶x死蔵

プý¸·クøtx{÷ータ|分断u¼vい~

す2顧客A~プý¸·クøw得た知⾒や÷ータ
|1顧客B~プý¸·クø{⾃動的{活{u¼
»ß組�|存xし~せ³2÷ータ{¸»<参

⼊障壁=²築くsx|w}zい状態wす2



現在の収益構造の問題点

1:1
⼈員xコ¹ø~⽐例関

係

売上を2倍{する{�、⼈員
(コ¹ø)も{|2倍{する必

要がある構造

0
限界費⽤

÷¸タルビ¸ネ¹~醍醐味w

ある<限界費⽤ゼロ=~恩恵

を全く受けvいzい

100%
労働集約度

エン¸ニア~時間を投⼊する

完全z労働集約的変換モ÷ル



変⾰の⽅向性:新ビ¸ネ¹モデル

Fujitsu Intelligence
& Trust Ecosystem
単zる·¹öム提供w�zく1産業横断的z÷ータx知⾒を統合し1AI¸ー¸·ンø|⾃律的{企業間~取引や最適化を⾏う<場(プラッøフ¹ーム)=を構築し
ます2

富⼠通�<·¹öム~請負⼈={¹<場~提供者(Platform Provider)=z¸び<信頼~担保者(Trust Anchor)=へ·フøします2



新しい<場=の価値

接続性

製造、物流、医療、⾏政zyの異z»セクターの企

業|参加し、÷ータやúソー¹を交換·結合w}»

÷¸タû空間

÷ータ流動性

参加す»だけw最適zパーøナー|⾒つ{º、業界

標準÷ータ{アクセ¹w}»環境

AI{¸»予知
AI{¸»未来予測|得¹¼»xいう<場=そのもの
の魅⼒を提供



顧客価値の転換

従来の価値

QCD(品質·コ¹ø·納期)の
遵守

機能要件の充⾜

<交換価値=と<使⽤価値=

新しい価値

体験価値·共感価値

未体験の知⾒の発⾒

AI¸ー¸·ンø{よる⾃律的z問題解決体験

異業種÷ータ結合{よる新たzインサイø



Amazonの教訓:ロングテール戦略

1
恐⻯~頭

⼤⼿企業~基幹·¹テム

2
恐⻯~胴体

中堅企業~IT投資

3
恐⻯~尻尾

現場~細{z業務

4
ロングテーû

中⼩企業~連携·企業間~隙間業務

Amazon�<本²売»会社=w�zく<本も売»ソフø¶·²会社=wし�2富⼠通も<·¹テム²作»会社={¹<·¹テムも作»社会OS~会社=へx定義
²変え»必要|あºまy2在庫(¸ン¸ニ²)²持�z{1カタログ(ソúュー·ョン)²無限{増やy{�1サーùパーテ³²巻}込³�¸コ·¹テム化|不可⽋w
y2



実⾏戦略:6つの創造フレームワーク
01

場の創造

Uvanceを参à型プùッøフォームへ昇華2外部ベンÀー|²プúを開発·販
売w}»<Uvance App Store=を開設

02

顧客の創造

´þベー¿ー企業や²ーúー²Àプ¿ーを特定し1共創ñーøúーxしv最初

の成ß事例を作成

03

顧客価値の創造

機能価値{¹体験価値へ·フø2業務·スöムw²コン·ューマー²プúの¸

うz使いやすさを追求

04

稼~⽅の創造

⼈⽉単価{¹成果報酬やøùン¶ク·ョン課⾦へ2削減w}たコスøの⼀部を

報酬xしvØけ×»モ÷û

05

回し⽅の創造

⾼速実験x÷ー¿フ³ーùðックûープ2A/Böスøを⽇常的{⾏え»基盤を整
備

06

成⻑の創造

コーûùス¿ーø問題を克服し1ýッøワーク効果|⾃律的{回º始±»転換

点を超え»



新しい収益モデル

÷ùッøõォーム利⽤料

継続的zµöスクú÷·ョン収益

øùン¶ク·ョン⼿数料

取引ごxの従量課⾦モ÷û

üベニュー·ェア

成功報酬型w顧客xúスクを共有

⼈⽉{依存しzいスケーùöûz収益モ÷ûへの転換{より1ノンúニアz成⻑が可能{zり

ます2



ネットワーク効果の創出

クロスサイùネッøワーク効果{¸º1÷ータ提供者が増え¼ば利⽤者が増え1利⽤者が増え¼ばさ¹{÷ータが集ま»<フライホイール=を回転させます2

÷ータ提供者の増加

¸º多くの企業が÷ータを提供

AIモ÷ルの強化
÷ータが集ま»ほyAIが賢くz»

プラッøフォーム価値向上

場の魅⼒が指数関数的{増⼤

利⽤者の増加

価値が⾼まº新規参加者が集ま»



データ活⽤の進化

収集

動的z<コø=の÷ータ(⾏動、取引、意思決定
履歴)をúアûタイðで収集

変換

マッチング、üコñン÷ーション、予知保全zy

の価t{変換

参⼊障壁

他社|模sで}zい圧倒的z優位性を構築



⽣成AI時代の到来:無選択型意思決定
現在(選択型)
<在庫|減っvいます2発注します{? A社z¹単価100円1B社z¹90円w
す2=

⼈間|⽐較検討しv決定

未来(無選択型)
<需要予測{基u}1B社{部品を500個発注しました2承認します{?=

AI|最適解を実⾏

顧客|求めvい»~�<選択肢=w�zく<正解=wあº1さ¹{�<実⾏=wす2富⼠通|⽬指すべ}�1こ~<AI執事(¸ージ·ント)=~提供wす2



4C理論:⽣成AI時代のビ¸ネ¹アーキテクチャ

Context
(⽂脈·状況)
顧客|置{¼てい»状況

Container
(容器·顧客)
顧客⾃⾝

Content
(中⾝·価値)
⽣成u¼»解決策

Core
(核⼼·⽣成モ÷û)
価値を⽣�出す源泉

従来1富⼠通�<Content(完成u¼た·¹öム)=を提供してい~した2未来{zいて�1<Core(顧客tと{最適化u¼たAIモ÷û)=を提供し1顧客~AI¸ー
¸·ンø|そ~時々~Context{合わせて最適zContentをúアûタイム{⽣成す»形{zº~す2



コールùスターø問題の克服

⽚側市場への投資

÷ータ提供者{対しv´ンセンö³ö(利⽤料無料化や補助⾦)を提供し、µ÷ラ´µ
´ùを充実

既存²セッøの投⼊

富⼠通が持つ巨⼤z顧客基盤を初期ユー¶ーxしv÷ラッøõォーム{接続し、

強制的{流動性を創出

脱出速度への到達

ネッøワーク効果が⾃律的{回º始め»<転換点=を超え»まw、⾚字覚悟w

投資を継続



成⻑モデルの⽐較

0

600

1,200

1,800

Year 1 Year 2 Year 3 Year 4 Year 5
アúロÀ型(úûア成⻑) ÷ジタû型(þンúûア成⻑)

限界費⽤を抑えつつ1ýッøワー¿の⼆乗{⽐例して価値が増⼤する<メøカーフの法則=的z成⻑を実現します2



結論:⽣存をかけた決断
変化{適応w}zい種�滅び»2こ¼�<w}»{1w}zい{=~議論w�あº~せ³2企業xしv⽣}残»た±{<やるか、やらないか=~⼆択wす2

1 ビ¸ネ¹ò÷ル~再定義

Q1-Q18キóンð¹{基uくプラッøフ¹ー
ム化~実現

2 ネッøワー¿効果~創出

⾃前主義²捨v1¸コ·¹öム全体w成⻑す

»仕組�作º

3 AI¸ー¸·ンøへ~進化
顧客~意思決定²代⾏す»不可⽋zñーø

ナーへ~昇華

富⼠通{�1⽇本企業~中w²数少zい<技術⼒=x<顧客基盤=xいう強⼒z武器|あº~す2⽋けvい»~�1<アナロÀ時代~成功法則=²捨v去º1<÷

¸タル時代~ルール=w戦うxいう覚悟wす2富⼠通|⾃¹²再発明し1世界~ルールチ·ン¸óーxしv再び輝くこx²強く期待し~す2


